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コウヨウザンのさし木発根性および苗木の枝性について 

Rooting ability of cutting and topophysys of young plant from the cutting on Chinese fir (Cunninghamia 

lanceolata)  
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要旨：優良木のクローン苗木生産に必要なさし木苗生産技術の確立に寄与することを目的に，コウヨウザンのさし木

発根性及び苗木の形状の調査を行った。20年生コウヨウザン実生９家系54個体の樹冠部から採取した穂木を用いて，

2014 年６月に家系および採穂個体別のさし木を行った。家系別の平均発根率は最大 50％，最小 13％の違いがあり，

家系間差は有意であった。また，採穂個体別の発根率は最大 80％，最小０％の範囲にあり，さし木発根性に個体間差

があった。一方，コウヨウザン全体の平均発根率は 31％で，同時期にさし木を行ったスギの精英樹および気象害抵抗

性候補木と比べて低い値であった。発根したものを鉢上げして育苗し，10 ヶ月後に苗木の枝性の調査を行った結果，

芯性のさし穂からは芯性のシュートが伸びる傾向にあった。しかしながら，枝生のシュートが伸びた苗木が高い割合

を占め，コウヨウザンはさし木増殖において枝性を強く発現することがわかった。 

キーワード：早生樹種，さし木苗生産技術，さし穂部位  

 

Abstract : For the purpose of contributing to establishment of seedling production technique by cutting for clonal propagation of 

excellent tree species, we investigated a rooting ability and topophysis on cutting of Chinese fir (Cunninghamia lanceolata). Cuttings 

of the trees were taken in Jun. 2014 by 9 families and 43 individuals. As the result, the maximum and minimum rates of the mean 

rooting in each family were 50% and 13%, and there was significant difference among families. The maximum and minimum rates 

of rooting in each individual was 80% and 0% respectively, and there was significant difference among individuals. The overall 

mean rate of rooting of Chinese fir was 31%, which was lower than the result of cutting on plus trees and weather harm-resistant 

candidate trees of Japanese cedar implemented at the same time. As a result of investigating the shape of cutting seedlings 10 months 

after potting, some young shoots of core stem cuttings tended to behave as a stem to grow up on the straight, however, a large 

number of young shoots including core stem cuttings marked characteristic of branch to lie down. The result showed that scions of 

Chinese fir had a high propensity for behaving as branch on cutting.  

Keywords: fast growing tree species, production techniques of rooted cutting, scion of different branch position  

 

Ⅰ はじめに 

 コウヨウザン（広葉杉，Cunninghamia lanceolata 

Hook.）は中国原産の常緑高木で，原産国である中国で

は，旺盛な成長とともに木材利用面においても良材とし

て取り扱われており（10），中国南部地方の主要な造林

用樹種となっている（８）。日本には江戸時代後期に渡

来したとされ（３），社寺仏閣等に単木的に植栽され大

きく成長している個体が見受けられる。 

 我が国における造林地での成長過程等を報告した事例

では，九州森林管理局熊本森林管理署管内国有林に台湾

から導入した実生苗を試験植栽した 30 年生林分の成長

調査の結果が報告されている（７）。この報告では，コ

ウヨウザンの平均樹高は 17.2m，胸高直径は 18.9cm，蓄

積は 867m3/ha で, 隣接して植栽された同林齢のスギ林

分に比べ，それぞれ 108％，103％，142％であった。ま

た，茨城県北部の日立市にある森林総合研究所林木育種

センター構内に中国貴州省産の実生苗を植栽した 21 年

生コウヨウザンの林分では，平均樹高 17.0m，平均胸高

直径 25.3cm と良好な成長を示し，大きい個体では胸高

直径 40cm を超え，同地域のスギの収穫予想より優れた

成長を示している。さらに，この林分において調査され

た応力波伝播速度から，その材質性能はスギより優れて

論 文 関東森林研究 67-1(2016) 

 

 

(2016年 3月 22日受理) 



－ 146 － 
 

おり，ヒノキに近いことが示唆されている（１）。これ

らの結果は，コウヨウザンが我が国の温暖な地域から比

較的冷涼な地域において，短伐期施業に適する新たな早

成樹種としての可能性を有することを示している。 

 コウヨウザンを造林樹種として利用する場合，優良な

苗木の生産が必要不可欠となる。中国での苗木生産につ

いて詳細に記された報告はみあたらないが，主には実生

苗の生産が行われているようである。1996 年から中国

の湖北省（その後安徽省を含む）で行われた国際協力機

構（JICA）の林木育種技術協力プロジェクトでは，精

英樹の選抜，第二世代精英樹によるミニチュア採種園の

造成が行われている（８）。 

 一方，中国でのコウヨウザンのさし木苗生産の情報は

不明であるが，今後，山行き苗として優良木のクローン

苗の大量生産や優良形質候補木のクローン検定，交配に

よる次世代化等を進める場合には，さし木苗生産技術の

確立が必要である。そこで，林木育種センター構内に植

栽されたコウヨウザンから穂木を採取して，さし木の発

根性及び苗木の形状を調査したので，その結果を報告す

る。なお，本研究は，平成 27 年度農林水産業・食品産業

科学技術研究推進事業「西南日本に適した木材強度の高

い新たな造林用樹種・系統の選定及び改良指針の策定」

によって実施したものである。 

 

Ⅱ 材料と方法 

１．さし木試験 さし木試験用の採穂木は林木育種セ

ンター構内の遺伝資源保存林に植栽されているコウヨウ

ザンを用いた。このコウヨウザンは，中国貴州省産の実

生９家系の苗を用いて 1995 年に保存林として造成され

たもので，採穂時の林齢は 20 年生である。2014 年６月

に一家系あたり６個体，計 54 個体の樹冠部から穂木を

採取した。採穂家系の平均樹高および平均胸高直径を表

－１に示す。さし穂は約 15cm程度の長さに調整し，流水

処理（24時間）を行った後，基部に発根促進剤 IBA粉剤

（商品名オキシベロン粉剤 0.5）を塗布し，さし付けを

行った。さし付けは，路地にポリエチレン製の畝でさし

床を作り，小粒の鹿沼土を入れたさし床で一個体あたり

10本実施した。さし付け後の管理は，２重の寒冷紗で完

全にさし床を覆い，日中１時間おきに１分間ミストで自

動灌水を施した。また，同時期に同じ畝にさし付けたス

ギの精英樹 10系統及び気象害抵抗性候補木 36系統の発

根率の結果を比較に用いた。精英樹は林木育種センター

構内の採穂木仕立ての採穂台木の枝から，気象害抵抗性

候補木は同構内保存林の 20 年生個体の樹冠部の枝から

採穂し，同様に流水処理及び発根促進剤の塗布を行った 

表－１．コウヨウザン採穂個体の平均樹高，胸高直径 

Table 1 Mean height and DBH of trees gathered cutting 

scion of Cunninghamia lanceolata 

後にさし付けた。発根率の調査はさし付けから４ヶ月後

の 11月に掘り取りにより行った。この際，発根にカウ

ントしたものは根が出ているものとし，カルス状の組織

が形成されていても根がないものは発根していないもの

とした。 

２．苗木の形状調査 発根したコウヨウザン苗木はポ

ットに鉢上げして育苗し，2015年９月に苗木の形状調査

を行った。枝の主軸部分のシュートで針葉が枝軸から

360度満遍なく出ている背腹性のないシュートを「芯性」，

側枝部分のシュートで針葉が枝軸から左右水平方向に出

ている背腹性のあるシュートを「枝性」とし（図－１），

芯性または枝性のさし穂から新たに伸張した芯性または

枝性のシュートを有する苗木の数をカウントした。この

際，同時にしっかりと芯の立った苗木の数もカウントし

た。 

 

図－１．芯性（実線部）と枝性（破線部）のシュート 

Fig.1 Shoots of core characteristics (part of solid line) and 

branch characteristics (part of broken line) 

 

Ⅲ 結果 

１．発根率 さし木試験のコウヨウザン実生家系別

の平均発根率を図－２に示す。家系別の平均発根率は，

最大で家系 109の 50.0％，最小で家系 472の 13.3％で

あり，家系間で異なっていた。家系別の発根率について

分散分析を行った結果，家系間差は有意であった

（F(8,45)=2.15， Mse=2.84，P＜0.02）。また，採穂個

体別の発根率は，最大 80％，最小０％であり，発根率

に大きな個体間差があった。 

家系名 平均樹高(m) 平均胸高直径（cm） 

109 17.9 35.0 
469 16.6 33.7 
470 18.1 30.7 
471 18.7 28.6 
472 17.8 31.7 
473 19.4 32.4 
582 18.6 34.2 
588 19.0 39.2 
593 17.2 45.5 
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図－２．コウヨウザン実生家系別の発根率 

注）エラーバーは標準偏差 

Fig. 2 Rates of cuttings from seed families trees of 

Cunninghamia lanceolata 

 

図－３．スギとコウヨウザンの平均発根率 

注）エラーバーは標準偏差 

Fig. 3 Mean rooting rates of cuttings from 

Cryptomeria japonica and Cunninghamia 

lanceolata 

 

一方，スギとコウヨウザンの平均発根率はスギ精英樹が

67.5％，スギ気象害抵抗性候補木が 40.6％，コウヨウザ

ン全体が 31.3％とコウヨウザンが最も低い結果となっ

た（図－３）。多重比較の結果，スギ精英樹の平均発根率

は，他の２つの平均発根率に対して有意な差があったが

（Fisherの LSD検定；p＜0.01），スギ気象害抵抗性個体

とコウヨウザンの平均発根率の差は有意でなかった(p＞

0.05)。 

 ２．苗木の形状 さし穂部位の違いによる苗木の形状

については，芯性のさし穂から芯性のシュートが伸びた

苗木（図－４a）および枝性のシュートが伸びた苗木（b）

と枝性のさし穂から芯性（c）および枝性のシュート（d）

が伸びた４パターンすべての苗木が得られた。 

形状別の苗木の割合を図－５に示す。芯性のさし穂から

芯性のシュートが伸びた苗木の割合は 65％，枝性のシュ

ートが伸びた苗木の割合は 35％，枝性のさし穂から枝性

のシュートが伸びた苗木の割合は 95％，芯性のシュート

が伸びた苗木の割合は５％であった。また，育苗した苗

木の中でしっかりと芯の立った苗木の割合は，芯性のさ

し穂からできた苗木の 22％のみで，枝性のさし穂からで

きた苗木では０％であった。 

 

図－４．さし穂部位の違いによる苗木の形状 

Fig. 4 Shape of the young plants by scions of different 

branch position 

（a）さし穂：芯性－伸びたシュート：芯性，（b）さし

穂：芯性－伸びたシュート：枝生，（c）さし穂：枝生－

伸びたシュート：枝生，（d）さし穂：枝生－伸びたシュ

ート：枝生 

図－5．形状別苗木本数の割合 

Fig. 5 Proportion of the young plants by each shape 

 

Ⅳ 考察 

１．さし木発根性 さし木の発根性については，系統

間で差があることが知られている。スギでは精英樹の系

統毎の発根性が特性表で公表されており，ヒノキの在来

品種であるナンゴウヒは発根性に優れ，さし木品種とし

て知られている。さし木発根性の実生家系への遺伝性に

ついての報告はないが，今回コウヨウザン実生家系別の

平均発根率に差があったことや（図－２），採穂個体別の

発根率が０～80％の範囲にあったことから，コウヨウザ

ンについても他の主要造林樹種と同様に系統間で発根率

に違いがあると考えられた。これはコウヨウザンにおい

て，さし木増殖に適した発根性の良い系統の選抜が可能

あることを示唆している。 

他方，コウヨウザン全体での平均発根率はスギ精英樹

採穂台木から採穂したものに比べて低い結果であった

（図－３）。大分県農林水産研究指導センターがコウヨ
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ウザン萌芽個体の枝から採穂したさし穂を用いて６月に

さし木試験を実施した結果，47.4％の発根率であったが

（９），その後用土やさし付け時期を変えることで 90％

以上の発根率が得られている（４）。今回，コウヨウザ

ンの発根率が低かった原因はさし付け時期の問題もある

が，スギ気象害抵抗性候補木の発根率が同程度であった

ことから，成木の樹冠部の枝をさし穂に用いたことに起

因する可能性がある。発根率は採穂木の樹齢に依存し，

高齢になるほど穂の発根率が低下することが知られてい

る（６）。また，スギでは樹冠下部の穂木が発根しやす

く（11），このため低台の採穂台木が仕立てられてい

る。今後，発根率の向上を図るためには，低台採穂台木

を仕立て，断幹・剪定後に発生する萌芽枝や不定枝を用

いたさし木試験を行い，その結果を検証する必要があ

る。 

 ２．苗木の枝性 さし木増殖後の苗木の枝性の問題

は，ヒノキやヒバなどの樹種で知られているが，今回，

コウヨウザンのさし木苗においても枝性がかなり発現す

ることが判明した（図－４）。さし木発根性が良くても

増殖した苗木に枝性が発現し，芯が起たなければ山行き

苗木としては不向きである。今回の結果から，少なくと

もコウヨウザンもスギやヒノキと同様に，枝の主軸部分

の芯の立ったさし穂がさし木増殖に適していると考えら

れたが，芯性のさし穂から枝性のシュートが伸びた苗木

も比較的多かった（図－５）。また，鉢上げ後に新たに

伸びたシュートが芯性であっても，芯がしっかり立たな

い苗木も多く見られた。福田（２）は，コウヨウザンの

さし木において，特に側枝では芯が立たない欠点がある

ことを指摘し，苗木の根元から生じるひこばえがさし木

に最適であり，これを用いて採穂台木とすればよいとし

ている。また，井上ら（５）の報告では，コウヨウザン

の芯性および枝性のさし穂からの苗木の芯立率はそれぞ

れわずか３％と０％であったが，地際部からの萌芽枝を

用いたさし木苗の芯立率は 97％以上と極めて高い値を

示している。地際からの萌芽枝は採穂できる数が限られ

るが，枝性の問題の克服とさし穂の大量生産の一つの方

法として，スギやヒノキのようにクローンでの低台採穂

台木を仕立て，断幹・選定により発生する萌芽枝や不定

枝をさし穂に用いることで枝性の発現を著しく低下させ

る（12）ことが可能かを今後検討する余地がある。 

 

Ⅴ 終わりに 

 今回，20年生の実生家系コウヨウザンの樹冠部から

採取した穂木を用いたさし木試験の結果，さし木発根性

の系統間差があることが推察され，さし木増殖に適した

発根性の良い系統の選抜が可能と考えられた。一方，コ

ウヨウザンの発根率はスギ精英樹採穂台木から採穂した

ものに比べて低い結果となった。また，さし木増殖後に

育苗した苗木には枝性がかなり発現した。短伐期施業に

適した早生造林樹種としてコウヨウザンの有用性の証明

には，木材性能や成長等の調査とともに，さし木による

優良なクローン苗木の生産技術の確立を進めることが必

要である。 
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